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【研究の背景・目的・内容】 

中世の醍醐寺に関する歴史研究は、世俗権力者との関わりの中で行われてきた。しかし寺院や僧侶の本分であ

る僧侶の修学活動や法流相承に注目することでこそ、醍醐寺の寺院としての立場や実態が明らかになると思わ

れる。また醍醐寺の法流は、寺内や畿内にとどまらず、地方においても広く伝えられていったことが知られてい

る。 

よって、醍醐寺における法流の相承について、醍醐寺の内外から検討を行うことで、中世社会における醍醐寺や

その法流の影響について解明する。 

 

【応用例、研究の展望】 

中世醍醐寺と関わりを持った末寺などの地方寺院は現在も多く存在する。しかしながら、地方に遺される寺院

史料の分析や活用はほとんど行われていない。こうした地方の寺院史料とともに、醍醐寺所蔵史料を併用する

ことにより、醍醐寺と地方寺院との関係や法流の広がりの実態についても明らかになると思われる。 

 

【研究方法の特色】 

現在、醍醐寺を始め、いくつかの寺院史料調査に直接携わっている。そうした調査で得られた史料や成果を元

に、研究を進めていきたい。 

本研究関連 

特許・論文等 

・「中世醍醐寺における他寺僧の受容」、 『日本女子大学文学部紀要』66・71～84頁、2016年 

・「醍醐寺・根来寺と田舎本寺との寺僧交流―尾張国万徳寺を通して―」、永村眞編『中世寺院社会と仏法』勉誠出

版、67-95頁、2021年 
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